
 

 

 

 

 

七大戦総括号 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

平成２３年８月１日発行 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

为将秋元の跳躍 

 

 ～～～ 目 次 ～～～ 

1. 主 将 ・ 監 督 挨 拶 

2. 七 大 戦 総 合 成 績 

3. 七 大 戦 詳 細 

4. 七 大 戦 記 録 



 2 

主将挨拶 

去る、7 月 23、24 日に北海道の厚別競技場で七大戦がおこなわれ、男子は 88 点の大阪大学と

13 点差の 75 点で 2 位という結果に終わりました。大川（４）、眞武（３）、西村（２）、平井（２）

を筆頭に多くの選手が活躍しましたが、棒高跳、両リレーでの大きな失点が響き、目標としていた

優勝を達成することができませんでした。 

2 カ月後に東京大学の駒場グラウンドでおこなわれる東大戦では相手方の地の利もあり、苦戦が

予測されます。しかし、この七大戦での悔しさを糧に練習を積み、必ずや優勝してみせます。 

最後になりましたが、北海道という遠い会場にもかかわらず足を運んで応援して頂きありがとう

ございました。今後とも変わらぬご支援、ご声援の程よろしくお願い致します。 

 

 

 

京都大学陸上競技部主将   秋元 一志 

 

女子主将挨拶 

 

去る 7 月 24 日、北海道で七大戦が行われました。女子は総合 3 位という結果を収めることがで

きました。 当日は、最初のトラック決勝種目である 400m で選手 2 人が得点を獲得する走りを見

せ、最高のスタートを切ることができました。今シーズン不調が続いていた岩橋も、積極的な走り

でエースとしての役割を果たしました。また、一回生の宮崎が初めての七大戦で事前ランキングを

大きく覆し、走幅跳で二位に入るなどの活躍もありました。応援やサポートを含め、選手一人一人

が目標を持って戦うことができたと思います。 今回、目標としていた 3 位入賞という結果を残す

ことができ、チームとして持てる力を最大限に発揮できたと思います。しかし、上位の大学との得

点差は大きく、上を目指すために日々精進していかなければならないことも確かです。今回の結果

を通過点と考え、現 3 回生を中心にさらに強いチームを作り上げてほしいと思います。 最後にな

りましたが、遠方での試合にも関わらず、当日は多くの蒼穹会の皆様に足を運んでいただき、本当

に感謝しております。秋の東大戦、必ず勝利し 6 連覇を達成したいと思います。今後とも変わらぬ

ご支援、ご声援の程、よろしくお願いいたします。 

         京都大学陸上競技部女子主将   上田 容子 
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監督挨拶 

 

7 月 24 日に北海道にて行われました今年の七大戦は、男子 2 位、女子 3 位という結果でありまし

た。 

男子は 6 年ぶりの優勝を目指しましたが、一位の阪大には 13 点差で及びませんでした。結果を

見れば、本来得点できる力がある競技でしっかり得点し、さらにもう少しずつでも点を上積みして

いければ十分に優勝に手が届き得た、非常に悔しい結果です。何より全力で戦った部員達自身が一

番悔しい思いをしていることと思います。しかし、一つ一つの競技を見れば、この試合で大きく飛

躍した選手もおり、持てる力を十二分に発揮して結果を残した選手もたくさんいました。若い選手

も育っております。まずは今回の結果を冷静に受け止め、反省し、前を向いて次へ進んでいかなけ

ればなりません。そして来年、必ずや優勝を果たして見せます。 

 女子は 3 位となり、事前の目標を達成しました。トラック種目でしっかり得点でき、さらにフィ

ールド種目においても一回生の活躍が見られ、今持っている戦力でのベストパフォーマンスをして

得られた結果であると思います。しかしそれでも名大、北大には敗れました。選手の層の厚さ違い

はもちろんありますが、だからといって負け続けたまま黙っているわけにはいきません。現在チー

ムは選手も増え、正選手の枠を争うようにもなってきております。これによって選手一人一人が互

いに高めあい、切磋琢磨していけば、それぞれの力もまだまだ伸びるはずです。これまで以上に戦

力を充実させ、来年こそは優勝を狙います。 

 七大戦は終わりましたが、秋には東大戦も控えています。常に言われることですが、東大戦は総

力戦です。今回の悔しさをばねにこの夏しっかり力をつけ、必ずや二年連続のアベック優勝を成し

遂げて見せます。 

 今大会、蒼穹会の方々には、遠方での開催にも関わらず多くの方に駆け付けて頂き、本当にあり

がとうございました。これからもどうか変わらぬご支援・ご声援のほど、よろしくお願い申し上げ

ます。 

 

 

 

京都大学陸上競技部監督   前田 峰尚
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七大戦総合成績 

（7/24 厚別競技場） 

 

第 62 回全国七大学対校陸上競技大会 対校得点 

1 位 大阪大学 88 点 (Ｔ33 点 Ｆ55 点) 

2 位 京都大学 75 点 (Ｔ45 点 Ｆ30 点) 

3 位 東北大学 74 点 (Ｔ29 点 Ｆ45 点) 

4 位 東京大学 58 点 (Ｔ45 点 Ｆ13 点) 

5 位 名古屋大学 41 点 (Ｔ38 点 Ｆ3 点) 

6 位 北海道大学 41 点 (Ｔ20 点 Ｆ21 点) 

7 位 九州大学 22 点 (Ｔ21 点 Ｆ1 点) 

 

 

第 22 回全国七大学対校女子陸上競技大会 対校得点 

 

1 位 名古屋大学 27点 (Ｔ17 点 Ｆ 10 点) 

2 位 北海道大学 23.5 点 (Ｔ17 点 Ｆ 6.5 点) 

3 位 京都大学 9 点 (Ｔ 6 点 Ｆ 3 点) 

4 位 東北大学 8 点 (Ｔ 4 点 Ｆ 4 点) 

5 位 大阪大学 6 点 (Ｔ 5 点 Ｆ 1 点) 

6 位 東京大学 5.5 点 (Ｔ 0 点 Ｆ 5.5 点) 

7 位 九州大学 1 点 (Ｔ 1 点 Ｆ 0 点) 
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七大戦詳細 

3000mSC決勝 

不破 佑太（３） 9.34.21    7位 

荒木 伸哉（２） 9.52.29     PB 

 

七大戦最初の種目である 3000mSC は北海道らしい

夏の天気の下で行われた。スタート直後は京大勢は

出遅れたものの、すぐに荒木は中程に入った。一方

不破は序盤第２集団後ろに位置していたが、軽快な

走りで徐々に順位をあげていった。荒木は序盤こそ

第２集団中程に位置していたものの、次第に表情も

厳しくなり徐々に順位も落としていった。そのままレー

スは終盤に突入して、不破は惜しくもラストで追い抜

かれて 7 位でゴール、一方荒木は最後まで苦しい走

りとなり 12位でのゴールとなった。結果はあまり良くな

かったが、このレースを次に繋げてほしい。(西田峻) 

 

女子 400m予選 

加奈山 憲代（３） 1.01.90   

釜谷 美翔子（２） 1.02.10 

 

400m予選には釜谷と加奈山が出場し、絶好のコンデ

ィションのなか競技が行われた。釜谷は前半から積

極的なレース展開でグングン加速した。そのままのペ

ースを維持し、最後にホームストレートでひとり抜かし

2 位でゴールした。加奈山はスタートから安定した走

りをみせる。300m 付近までトップの選手を追いかける

展開。ラストでかわされるも 3位でゴール。両名とも今

大会一本目であり危なげなく決勝に駒を進めた。決

勝では一点でも多く得点をとることを期待したい。（橋

本宏） 

 

400ｍ予選 

長谷川 聡 （３）      50.08 

森   裕貴 （２）      50.74 

花岡 洋祐 （２）      51.47 

 

男子 400mには森、長谷川、花岡が出場した。先陣を

切って登場したのは森。序盤はいつもより低調であっ

たが、彼の持ち味のラストスパートを発揮し、２着で決

勝へ進んだ。２組目は長谷川が出場した。終始優位

な位置でレースを展開し、３位と大きく差をつけ２着で

決勝進出した。３組目は花岡が出場。前半からとばし

ていく積極的なレースであったが後半での減速が大

きく、４着でゴール。タイムでも拾われず、３人での決

勝進出はならなかった。（近藤勇） 

女子 走高跳 決勝 

熊澤 真奈 （１）     １ｍ４０         5位 

中尾 優里 （１）     １ｍ３５ 

 

女子走高跳に出場した熊澤、中尾はともに１回生で、

七大戦が大学初の試合であった。熊澤は専門種目

ではないが、１ｍ30 からファールすることなく農Ｇベス

トでもある１ｍ40 を跳んだ。しかし１ｍ45 には届かず５

位となり、惜しくも得点することはできなかった。中尾

は陸上の試合自体が初であった。農Ｇベストは１ｍ30

だったが、勝負強さを見せ、自己ベストとなる１ｍ35を

記録した。両者ともこの大きな大会での経験を、これ

からの陸上に生かしていってほしい。（高橋真） 

 

走幅跳 決勝 

西村 優汰（２） ７ｍ３７ （＋0.7）   1位 

日浦   幹（１） ６ｍ８３ （＋2.0）   4位 PB 

秋元 一志（４） ６ｍ３８ （－0.2） 

 

気温、風ともに跳躍しやすいなか行われた走幅跳び。

日浦は１本目から守りに入らず攻めたが上手く足を

合わせ２０ｃｍ近く大きくベストを上回る記録を出し４

位。西村は前年１位の貫禄を見せつけ１本目で７メー

トル越え跳躍を見せつけ６本目にさらに伸ばし１位。

秋元は棒高跳びとの兼ね合いが厳しいなかで足を上

手く合わせられず上位８人に入ることは出来なかった

が、最後の七大戦にかける思いがみられ、主将らし

い跳躍が見られた。（岡田） 

            

           連覇を達成した西村 

円盤投 決勝 

林   翔太（４）  ３４ｍ４０    5位 

矢川 勝太（４）  ３１ｍ１４ 

林   真幸（２）  ＮＭ 
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若干の暑さはあったが、良好なグランドコンディション

の中、男子円盤投は行われた。矢川は 1 投目で

31m14 と立ち上がりがよかったが、残りがファールで

予選敗退を喫した。林真はうまくタイミングが合わず、

NM であったが、積極的な投擲ができていた。林翔は

ファールに臆すことなく、ダイナミックなモーションで

34m40 を飛ばし、5 位入賞を果たして貴重な得点を

獲得した。全体的に、攻めていこうと投擲し、京大の

よい流れを作った。（伊藤誠） 

 

400mH予選 

大橋 正義 （４）    55.26  PB 

堀田 孝之 （３）    58.98 

川室 太希 （４）    59.21 

 

男子 400mH は大橋・川室・堀田が出場した。大橋は

終始危なげないレースを展開し、この大舞台で見事

自己ベストを更新。昨年表彰台へ上った貫禄の走り

を見せた。川室は今年になって 400mH を始め、本番

での大番狂わせを期待させたが、スタートの動きが固

くなってしまいずるずると後退。悔しいレースとなった。

堀田はスタートはいつもよりうまく行ったが中盤に足を

ぶつけて失速。成長著しい選手だっただけに残念な

結果となった。（堀江） 

 

棒高跳 決勝 

秋元 一志 （４）   ４ｍ２０      8位 

田中 皓介 （４）   ４ｍ００ 

清水 宏幸 （３）   ３ｍ６０     PB 

 

男子棒高跳びも快晴の中行われた。清水は 3m80 は

三回目が非常に惜しかったが跳ぶことはできなかっ

た。しかしベストを 50cm 更新し今後の成長に期待で

ある。4mからは秋元と田中が登場。記録は田中が4m、

秋元が 4m20 であった。田中は怪我明け、秋元は幅

の直後であり本調子ではなかった。ふたりにとって最

後の七大で得点出来ず、悔いの残る結果となった。

（横山高） 

 

女子 100m予選 

釜谷 美翔子（２） 13.22 （＋0.6） 

加奈山 憲代（３） 13.39 （＋0.6） 

 

女子１００メートル予選の加奈山と釜谷は二人とも本

日２戦目だった。風は強くなく、気温が低いが日差し

は強かった。加奈山のスタートの走り出しはあまり良く

なかったが後半伸び、３着となった。釜谷は良いスタ

ートからの加速が活き結果２着となった。二人とも最

後まで粘り強く走ってくれた。加奈山と釜谷は二人と

も決勝にまで進むので、ぜひ優勝争いに加わるため

に得点して貰いたい。（仁木島） 

 

100ｍ予選 

眞武 俊輔（３）   10.91 （+1.2） 

牧川 真央（２）   10.96 （+0.1） 

塚原 和明（２）   11.23 （+1.2） 

  

牧川はスターターとの相性が悪くスタートで出遅れ、

差をつめられず２位で決勝進出を決めた。眞武はス

タートから飛び出していき、まわりを離しつつ１位でゴ

ールする快走を見せ、決勝へ進んだ。塚原も雷管ト

ラブルに見舞われ調子を崩したのか、追いかける展

開となり４位でゴールした。タイムで拾われることが期

待されたが惜しくもそのラインを越えることが出来ず、

予選敗退した。（畔柳） 

 

1500m決勝 

久好 哲郎 （２）   4.05.17   5位 

横山 裕樹 （２）   4.08.52   8位 

水谷 浩人 （２）   4.09.60   PB 

 

爽やかな天気の中スローペースで始まった 1500m。

久好、水谷はスタートからいい位置をとるが、横山は

出遅れる。久好と水谷はいい位置をキープする。久

好はラスト 1 周トップにたつ走りを見せ、競り負けるも、

見事得点をもぎ取った。水谷は最後まで粘り強さを発

揮し、自己ベストを更新した。横山は前半の遅れを取

り戻す素晴らしい追い上げをみせ、あと少しで得点を

獲得するところまで迫った。（小御門） 

 

砲丸投 決勝 

林   翔太（４）    １０ｍ７５    3位 

神野 洋介（２）     ９ｍ１３  

矢川 勝太（４）     ８ｍ７９ 

 

砲丸投には林(翔)、矢川、神野が出場した。神野は

ベストに迫る投擲を見せた。林、矢川は午後のやり投

を意識した投擲で、決勝に残った林も 4 回以降はパ

スした。それでも林は 3 位で競技を終えている。3 選

手とも、次につながる投擲であった。（栗田） 
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女子 400m決勝 

釜谷 美翔子 （２）   1.00.16 3位 

加奈山 憲代 （３）   1.00.79 4位 PB 

 

順調に決勝へと駒を進めた釜谷・加奈山の両名が出

場。両名共スタートから快調に飛ばし後半へ突入。コ

ーナーに入ると釜谷のペースが若干落ちたように思

われたが、ホームストレートで猛追を見せ、見事３位

入賞。加奈山もイーブンペースの安定した走りを見

せ、最後は釜谷に必死に食らいつき４位でフィニッシ

ュ。短距離で最初の決勝種目ということで応援も大い

に盛り上がり、その中で両名共好レースを展開してく

れた。乗りに乗っていた京大をさらに勢いづけるレー

スであった。（鈴木將） 

 

２人で得点を獲得した釜谷（左）と加奈山（右） 

400m決勝 

長谷川 聡  (３）    49.73    4位 

森   裕貴 （２）    50.62    7位 

 

400m決勝に出場したのは長谷川と森の二人。出場

者を見ると、49秒台を出しても得点圏内に入らないと

いう過酷な勝負が予想された。レースはどちらも前半

は抑え気味に入る。二人とも後半が強い選手だけに

レース後半から前を走る選手と差を詰めていく。その

結果、長谷川は 4位、森は得点圏に一歩及ばず 7位

であった。特に森は 6位と 0.01秒の差だった。400m

の出場者は全員 2、3回生と若いチームなのでこれか

らの更なる成長を期待したい。（山崎） 

 

走高跳 決勝 

菅原 知紘（２）   １ｍ９０     3位 

松室 尭之（４）   １ｍ８０ 

西村 優汰（２）    ＤＮＳ 

 

走高跳び決勝は松室と菅原と西村が出場した。西村

は幅跳びと時間が被ったこともあり跳ぶことができな

かった。松室は余裕をもって 180cmまでをクリアした。

調子が良いように見えたが、自己ベストタイとなる

185cmは手でバーを押さえてしまったりして３本とも失

敗してしまった。優勝に期待がかかった菅原は

185cmから跳躍を開始した。185cmは一回目、190cm

は二回目にクリアした。足首を痛めていたこともあり

195cm は３本とも失敗してしまった。しかし見事３位入

賞を果たして得点を獲得してくれた。（森田） 

 

 

400mH決勝 

大橋 正義（４）   55.32    3位 

 

予選を好タイムで通過した大橋。スタートと同時にと

ばす選手に惑わされずに自らのペースで順調にハ

ードリングをこしていく。接戦の中、残り 100m での順

位は5～6番手。ホームストレートは向かい風であった

が粘りを見せ、順位をあげていく。結果、見事 3 位で

ゴールした。四回生、ベテランの意地を見せつけた

試合であった。（蔭山） 

          
    4回生の意地、ベストと表彰台を勝ち取った大橋 

女子 100m決勝(+1.1) 

釜谷 美翔子（２）    13.11   5位 

加奈山 憲代（３）    13.42   8位 

 

前の競技から少し間をあけて行われた女子 100m。揃

って決勝に残った加奈山と釜谷は並んだレーンを走

ることとなった。緩やかな追い風からのスタート。二人

とも先頭からは少し後れてしまう。釜谷はそこから加

速していくが、あとひと伸び足りず、五位でのフィニッ

シュとなる。加奈山は中盤以降他の選手の上げにつ

いていけず、八位となってしまった。二人とも 400mに

出場していたこともあってか、後半に本来の力強さが

見られなかった。（渡邊） 
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100m決勝（-0.5） 

眞武 俊輔 （３）    10.87   2位 

牧川 真央 （２）    10.94   3位 

 

男子 100m の決勝には眞武、牧川が出場した。眞武

は 30m からの走りがとりわけ良く、一気に先頭に立っ

た。しかし、フィニッシュで接戦に破れ、惜しくも 2 位

に終わった。牧川はスタートの飛び出しは良かったが、

後半は固く苦しい走りになり、3位でフィニッシュした。

予選から、いつもの走りが出来なかったのが悔やまれ

る。（栗田） 

 

800m予選 

大川  亮（４）   2.02.17 

水元 惟暁（３）  1.59.21 

宿利 隆司（３）   1.59.35 

 

レース開始時間は１２時半、幾ばくか暑かったが、予

選に出場した３人全てが決勝進出を果たした。１組の

大川は前半抑え気味だったが、第４コーナーを過ぎ

てから順位を上げ始め、２周目では常に先頭の位置

を保った。２組の水元は序盤、集団の真ん中で走っ

ていたが、１周目が終わると後続の選手から一定の

距離を維持した。３組の宿利のレースは苦しく２周目

で徐々に先頭と距離が空き始めたが、しかしなお攻

め続け、＋αでの決勝進出権を手にした。（夫津木） 

 

やり投 決勝 

林   翔太（４）    ５４ｍ６５   5位 

矢川 勝太（４）    ５３ｍ２２   6位 

田中 皓介（４）    ４５ｍ１３ 

 

田中は初の槍投げ出場。林翔、矢川は円盤投げ、砲

丸投げを終えての三競技目となる。田中は一投目か

ら勢いよく投げていった。二投目、三投目は記録を伸

ばすことはできなかったが、初めてとは思えない力強

い投擲を見せてくれた。矢川は二投目に大きく記録

を伸ばした。林も負けじと二投目に記録を伸ばす。二

人はベスト８に残ることができた。林は六投目でさらに

飛ばしていき、二人で貴重な三点を獲得してくれた。

（吉川） 

       

砲丸投でも 3位と、投てきの得点源となった林翔太 

 

110ｍH予選 

栗林 健一 （２）   16.07 (＋2.3） 

巽   浩之 （２）   16.12 (＋2.5） 

西田 光治 （１）   16.46 (＋3.0） 

 

 追風が吹き始めた昼下がり、110mH 予選が行われ

た。西田は後半に相手に離され追い付けなかったが、

スタートから一台目までがうまく決まっていた。中盤に

ハードリングで差を詰めた栗林は、ラスト付近で巻くこ

とはできなかったが、常に攻めの走りを続けた。際ど

いハードリングで巽が中盤、上位争いに絡んだが、

混戦を抜け切れずに惜しくも予選敗退。しかし、全体

を通し、勝負にいこうとする積極的なレース展開がチ

ーム京大の追い風となった。（伊藤誠） 

 

女子 走幅跳 決勝 

宮崎 怜奈（１） ５ｍ１５ （＋2.7） 2位 

増本 梨奈（２） ４ｍ２３ （＋2.7） 

 

強い追い風が吹く状態で始まった女子走幅跳。得点

獲得のラインが 4m80 と言われているなか、宮崎は 1

回目の跳躍から 5m11 という自己ベスト 5m15 に近い

好記録を出し、他の選手を突き放しトップにたつ。続

いて 2 回目で 5m15 の自己ベストタイとなる記録を出

した。その後も 5m を越える跳躍を出す好調ぶりで、

見事 2 位で得点を獲得した。増本は踏み切りで苦し

み、上位 8位に残ることは出来なかったが、力強い跳

躍をみせた。（小御門） 
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見事な跳躍で 2位と大金星となった宮崎 

200ｍ予選 

眞武 俊輔 （３）  22.14 （+2.3） 

水上 裕介 （２）  21.77 (+3.3） 

牧川 真央 （２）  22.08 （+2.3） 

 

天候は晴れ、気温は高く風は追い風 2～3m とかなり

強風の中でのレースであった。1組目は牧川、序盤か

ら快調なペースで東大と首位争い。結果 2 位で予選

通過。いつも通りの安定した走りだった。2 組目は水

上、序盤から独走体勢で他大学を圧倒。結果 21秒 6

台で余裕の 1位通過。素晴らしい走りだった。3 組目

は眞武、前 2 走者同様快調な走りで首位争い。順位

の変動なく 22秒 14で 2位予選通過。100mの疲れを

全くみせつけない安定した走りだった。男子 200m は

全員予選通過という素晴らしい結果だった。（古薗） 

 

女子 3000m決勝 

市塚 友香（４）   11.33.69 

三村 有葉（２）   11.45.25 PB 

 

日差しは強いが京都よりは涼しい中でスタートした女

子 3000ｍ決勝。市塚は初め縦に長い集団の先頭で

あったが、徐々にペースダウンし集団から離れてしま

った。しかしラストは粘り、自己ベストに迫る 11'33"69

となった。三村は後方からのスタートとなったが、自分

のペースでレースを進めた。途中競った相手に抜か

れる場面もあったが抜き返し、自己ベストに近い

11'45"25 を出した。今シーズンは調子が悪かった両

者だが、七大戦では良い走りを見せることができた。

（高橋真） 

 

女子砲丸投 決勝 

増本 梨奈（２）   ６ｍ８３ 7位 

上田 容子（４）   ４ｍ９２ 

 

午後２時に開始された女子砲丸投げは、未だに北海

道の日差しが強く降り注ぐ中テンポ良く進んだ。投擲

ピットのストッパーに足をかけてすべての試技を行っ

た上田は、決勝の８人に残ることは出来なかったとは

いえ、4.46m、4.73m、4.92m と毎回着実に距離を伸

ばした。増本は１回目の試技で 6m83 とまずまずの記

録を出したが、その後の試技全てを棄権した。それで

も初回に出したその記録において決勝進出、さらに７

位を獲得した。（夫津木） 

 

4×100ｍR決勝 

4位 43.58 

[水上裕介-塚原和明-牧川真央-眞武俊輔] 

 

一番気温が高く風、日差しともに強いなか行われた４

×１００ｍリレー。１走水上は２００ｍの時の好スタート

を見せ外レーンとの差を追い上げ勢いづける。２走塚

原は力強い走りを見せ、外を走る阪大とじわじわと差

を詰める。２、３走間でバトンのミスがあったが、３走の

牧川がなんとか前との差をじりじりと追い上げ、４走の

眞武にバトンを渡す。４走眞武も差を詰めるが差は詰

まり切らず４位でゴールインした。（岡田） 

 

 

 

三段跳 決勝 

西村 優汰（２） １４ｍ７６ （＋1.7）  3位 PB 

日浦   幹（１） １３ｍ３０ （＋3.1） 

飯村 大智（３） １３ｍ１２ （＋3.0) 

 

大学初の大舞台の日浦は幅でベストを出した勢いに

乗り渾身の跳躍を見せたが、わずかに決勝ラインに

届かず。飯村は２回目にしっかり記録を伸ばしたもの

の、こちらも惜しくもラインに届かず。幅を制覇し勢い

に乗る西村は順調に決勝へ。最終跳躍で阪大の選

手に３位を奪われ、阪大の表彰台独占が見えかけた

が、最後の大跳躍で劇的再逆転し、これを阻止。見

事３位入賞を果たした。最後のフィールド競技ともあ

って、京大の粘り強さが光った競技となった。（鈴木

將） 

 

ハンマー投 決勝 

高橋 源一郎（４）  ３９ｍ２５   3位 

矢川   勝太（４）  ３３ｍ６６   ７位 
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七大戦最後のフィールド種目男子ハンマー投げは午

前と比べて弱い日差しの中で行われた。京大は高橋

と矢川が出場した。矢川は一回目は 32m79、二回目

は 33m66、三回目は失敗、四回目は 33m38、五回目

は失敗、六回目は 32m99であった。一方高橋は一回

目 36m82、二回目は 36m69、三回目は失敗、四回目

は失敗、五回目は 39m25、六回目は失敗となった。

阪大勢が 40m を超える中、京大も安定したパフォー

マンスを見せた。矢川は二回目が記録になった一方、

高橋は中盤での連続失敗が痛かったが、五回目でし

っかりと記録を伸ばした。阪大が圧倒的に強いが、今

後この差が少しでも小さくなることを期待したい。（西

田峻） 

    

阪大勢に対抗し、表彰台をもぎ取った高橋 

女子 800m決勝 

岩橋   優（３）   2.17.21    2位 

田中 友理（２）   2.27.65    8位 

 

日差し、風ともにおさまった好コンディションで行われ

た女子 800m 決勝。岩橋は序盤から先頭に立ってレ

ースを進め、田中は 8位につける。2周目、他大の選

手二人が岩橋の前に出る。しかし、岩橋も粘ってつい

ていき、3 人のトップ争いに。トップはラスト 200m から

ペースアップ。直線に入り、岩橋も上げる。しかし、1

位の選手には惜しくも届かず 2'17"21の 2位。しかし、

京大女子に貴重な 3 点をもたらしてくれた。田中もそ

のままの位置を守り、8位でゴールした。(松田) 

             

果敢にトップ争いに挑んだ岩橋、惜しくも 2位に 

800m決勝 

大川   亮（４）   1.55.87  1位 

水元 惟暁（３）   1.57.48  4位 

宿利 隆司（３）   2.04.03  8位 

 

大量得点が期待される京大名物 800M は全員がファ

イナリストに。１周目が 56 秒と順位重視のレースにし

ては速い入りだったが、三者共遅れることなく勝負は

後半へもちこされた。第三コーナーからキレのあるス

パートで混戦を抜け出し中距離チーフ大川が貫禄の

１位を勝ち取った。水元は４位、宿利は８位であった

が、どちらも発展途上なため次回が楽しみである。総

じて京大を一番活気づけたと言っても過言ではない

レースだった。（中井） 

 

        

見事悲願の優勝を成し遂げた大川（左）と 

4位と惜しくも表彰台を逃した水元（右） 

200m決勝 

眞武 俊輔 （３）   21.91    2位 

水上 裕介 （２）   21.92    3位 

牧川 真央 （２）   22.11    6位 

 

三人とも順調に駒を進めた決勝。強い追い風の吹く

中でのレースであった。スタートと同時に飛び出した

のは牧川。眞武、水上が続く。100m 付近から牧川は

徐々にスピードを落として行くが粘る。眞武はそこか

ら上がってくる。水上も最後まで飛ばす。三人で力強

い走りを見せ、京大の勢いを増してくれた。（吉川） 
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200ｍ決勝は 3人が得点 

京大スプリントの強さを物語るレースとなった 

（左から眞武、牧川、水上） 

5000m決勝 

平井   幹（２）    14.59.02    2位 PB 

毛芝 雄己（３）    15.20.33    7位 

不破 佑太（３）    15.33.67 

 

初めの 1000は東大の宮野が 2位を 50m以上離して

走る中、毛芝、不破、平井は第二集団のなかでおち

ついて 3分 03で通過。3000付近で平井が集団の先

頭にでてきて、そのまま 3000を 9分 12で通過後、ペ

ースアップした。集団がばらけ始めて毛芝、不破は送

れはじめた。3400付近では平井が単独 2位に躍り出

て、そのまま 4000 手前で先頭においつく。その後抜

いて抜かれてのデットヒートが始まり、4400 で一回離

されるもラスト一周ですぐに追い抜く。そのままラスト

100 で宮野とのスプリント勝負で惜しくも競り負けたが

2位で 14分台という大健闘であった。毛芝、不破もそ

の後粘り、15分中盤で収めた。（藤井） 

 

気迫のレースで 2位を勝ち取り 

京大をわかせた平井 

女子 4×100mR決勝 

5位  52.07 

[増本梨奈-釜谷美翔子-宮崎怜奈-加奈山憲代] 

 

 本日女子最後となる女子 4×100mR。メンバー入れ

替えの話もあったが、最終的に走順はオーダー通り

の増本-釜谷-宮崎-加奈山となった。この日最後の

レースであるので各選手がマルチに試合をこなし疲

労が溜まる中でのレースであった。しかしどの大学も

同じ。京大女子も気合いを振り絞ってバトンをつなぎ

5 位でフィニッシュ。そして目標であった総合 3 位の

座を見事勝ち取った。(堀江) 

 

4×400mR決勝 

7位 3.22.84 

[花岡 洋祐-森 裕貴-庄司 真-長谷川 聡] 

 

 

涼しくなってきた16時頃、男子4×400mリレーが始ま

った。一走花岡は安定した走りを見てせ、上位で 2走

森にバトンを渡す。森は始めはやや出遅れたものの

後半追い上げ 3位でバトンは庄司へ。庄司は前半積

極的にとばし一時トップにたち、後半も粘るが、バトン

パスがもつれてしまい、そこで大きく出遅れてしまう。

長谷川は前半追い上げるが、後半で抜かれ7位に終

わった。（川本）
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七大戦男子記録 

100m (-0.5) 

1 春日 慶輝 東京大 10.83 

2 眞武 俊輔 京都大 10.87 

3 牧川 真央 京都大 10.94 

4 吉田 祐貴 九州大 10.97 

5 後藤 寛明 名古屋大 11.11 

6 伊藤 亮輔 東北大 11.13 

200m (+2.7) 

1 真木 伸浩 名古屋大 21.74 

2 眞武 俊輔 京都大 21.91 

3 水上 裕介 大阪大 21.92 

4 春日 慶輝 東京大 21.92 

5 吉田 祐貴 九州大 21.93 

6 牧川 真央 京都大 22.11 

400m 

1 山下 康平 九州大 48.68 

2 高林 佑輔 東北大 49.12 

3 中川 裕規 名古屋大 49.66 

4 長谷川 聡 京都大 49.73 

5 梶川 顕寛 北海道大 50.28 

6 三上兼太郎 北海道大 50.61 

800m 

1 大川  亮 京都大 1.55.87 

2 姫松 裕志 北海道大 1.56.35 

3 安部 勇輝 大阪大 1.56.54 

4 水元 惟暁 京都大 1.57.48 

5 近藤 翔平 名古屋大 1.59.88 

6 辻川 優祐 東北大 2.00.85 

1500m 

1 三上 和樹 東北大 4.02.97 

2 松井 健太 大阪大 4.03.40 

3 波多野 晶 名古屋大 4.03.65 

4 酒井  健 大阪大 4.03.88 

5 久好 哲郎 京都大 4.05.17 

6 石川 卓弥 名古屋大 4.05.21 

 

 

 

 

 

5000m 

1 宮野 健司 東京大 14.58.06 

2 平井  幹 京都大 14.59.02 

3 酒井  健 大阪大 15.04.65 

4 森本 善智 名古屋大 15.05.65 

5 東  大貴 東京大 15.10.60 

6 中島 涼輔 九州大 15.18.36 

110mH (+2.9) 

1 中尾 貴大 名古屋大 14.87 

2 渋谷 知暉 東北大 15.27 

3 鈴木 久崇 北海道大 15.34 

4 森永 侑樹 九州大 15.38 

5 上松 祐太 東京大 15.50 

6 松崎 通弘 大阪大 15.61 

400mH 

1 小間 洋和 大阪大 53.39 

2 上松 祐太 東京大 54.81 

3 大橋 正義 京都大 55.32 

4 竹内  敦 北海道大 55.68 

5 山内 一将 九州大 55.78 

6 高木 海平 東京大 55.82 

3000mSC 

1 深渡真一郎 東北大 9.17.08 

2 青木 祐樹 東京大 9.23.87 

3 平岡  悠 名古屋大 9.28.57 

4 飯塚 彬光 名古屋大 9.29.60 

5 尾形 翔平 東北大 9.33.45 

6 深澤 尚仁 九州大 9.33.50 

4×100mR 

1 東京大  42.34 

2 名古屋大  42.98 

3 大阪大  43.02 

4 京都大  43.58 

5 九州大  46.71 

6 東北大  46.94 

7 北海道大  55.60 
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4×400mR 

1 大阪大  3.19.70 

2 北海道大  3.20.68 

3 名古屋大  3.20.86 

4 東京大  3.21.06 

5 東北大  3.21.18 

6 九州大  3.21.82 

7 京都大  3.22.84 

走高跳 

1 滝川  憲 大阪大 2m10 

2 山田健太郎 東北大 1m90 

3 菅原 知弘 京都大 1m90 

4 工藤 健太 東京大 1m85 

5 村井 伸行 大阪大 1m85 

6 木村 克也 北海道大 1m85 

棒高跳 

1 高橋 理寛 大阪大 4m50 

2 若原 拓也 北海道大 4m50 

3 高橋  遼 大阪大 4m40 

4 細田 真広 大阪大 4m40 

5 上野 隆治 東京大 4m30 

6 小谷 優人 名古屋大 4m30 

走幅跳 

1 西村 優汰 京都大 7m37 

2 岡崎 和貴 東北大 6m97 

3 鈴木 一輝 東北大 6m88 

4 日浦  幹 京都大 6m83 

5 飯島 靖成 東京大 6m66 

6 木佐貫 翼 九州大 6m59 

三段跳 

1 勢力  薫 大阪大 15m07 

2 村井 伸行 大阪大 14m97 

3 西村 優汰 京都大 14m76 

4 中野  翔 大阪大 14m66 

5 岡本 康佑 名古屋大 14m07 

6 高木 海平 東京大 13m89 

 

 

 

 

砲丸投 

1 柳澤 邦彦 東北大 12m40 

2 福井 康大 大阪大 11m99 

3 林  翔太 京都大 10m75 

4 加舎敬太郎 北海道大 10m69 

5 鶴崎 晋也 大阪大 10m66 

6 佐々木 駿 東京大 10m57 

円盤投 

1 柳澤 邦彦 東北大 44m14 

2 佐々木 駿 東京大 43m29 

3 鶴崎 晋也 大阪大 35m44 

4 岩田 拓也 北海道大 34m41 

5 林  翔太 京都大 34m40 

6 関原 孝之 大阪大 33m15 

ハンマー投 

1 武藤 将大 大阪大 42m33 

2 加舎敬太郎 北海道大 40m06 

3 高橋源一郎 京都大 39m25 

4 柳澤 邦彦 東北大 37m11 

5 峰 勘太郎 大阪大 36m63 

6 関原 孝之 大阪大 34m66 

やり投 

1 杉本 和志 東北大 65m85 

2 中澤  密 大阪大 59m81 

3 伊藤 泰彬 東北大 59m35 

4 宮田 大輔 北海道大 54m98 

5 林  翔太 京都大 54m65 

6 矢川 勝太 京都大 53m22 
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七大戦女子記録

100m (+1.1) 

1 成瀬 葉香 名古屋大 12.68 

2 絹岡なずな 大阪大 12.96 

3 平松 美咲 北海道大 13.02 

4 中山なつみ 東北大 13.03 

400m 

1 坂槙有紀恵 北海道大 58.22 

2 山根 裕子 北海道大 59.11 

3 釜谷美翔子 京都大 60.16 

4 加奈山憲代 京都大 60.79 

800m 

1 鈴木亜由子 名古屋大 2.16.26 

2 岩橋  優 京都大 2.17.21 

3 及川まりや 東北大 2.17.46 

4 一瀬 輪子 北海道大 2.21.03 

3000m 

1 鈴木亜由子 名古屋大 9.26.80 

2 井上 愛恵 北海道大 10.17.00 

3 山本しおり 名古屋大 10.21.17 

4 鈴木 絢子 東北大 10.22.07 

4×100mR 

1 北海道大  49.69 

2 名古屋大  51.06 

3 大阪大  51.30 

4 九州大  51.91 

5 京都大  52.07 

6 東北大  52.11 

7 東京大  53.32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

走高跳 

1 安部瑛里奈 東北大 1m55 

2 丹家 里枝 東京大 1m50 

3 平松 美咲 北海道大 1m50 

4 小林 知世 名古屋大 1m45 

走幅跳 

1 山根 裕子 北海道大 5m22 

2 宮崎 伶奈 京都大 5m15 

3 加藤 紫帆 名古屋大 5m03 

4 森  美聡 名古屋大 5m03 

砲丸投 

1 小中真由美 名古屋大 10m73 

2 武田有希子 東京大 9m88 

3 寺田 遥香 名古屋大 8m32 

4 宮崎 福美 大阪大 7m94 
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七大戦オープン結果 

▼100ｍ     

神谷 諒介  11.70  -1.9   

萩生 翔大  11.86  -3.4   

山田  諒  11.95  -1.9   

谷口 裕幸  11.99  -2.6   

岡田  洋  12.03  -3.8   

畔柳 泰成  12.07  -3.0   

横山 高広  12.11  -3.4   

神野 洋介  12.13  -3.6   

前田 峰尚  12.22  -2.0   

矢澤  学  12.23  -1.6   

堀江 一司  12.26  -3.0   

小山 俊之  12.41  -3.0   

山崎 英治  12.41  -4.2   

川本 雅人  12.50  -4.4   

栗田 京典  12.54  -2.7   

小西 康晴  12.74  -4.2   

鈴木 將太  12.88  -4.4   

内田 健弥  13.10  -4.2   

櫻井 研吾  13.66  -3.5   

近藤 耕平  13.80  -6.1   

▼400ｍ     

谷口 裕幸  51.33    

萩生 翔大  51.91    

横山 高広  52.50    

堀江 一司  52.70    

蔭山  凌  52.77    

吉川  慶  53.60    

神埜  勝  56.28    

櫻井 研吾  58.20    

矢澤  学  58.32    

近藤 耕平  58.66    

▼1500ｍ     

小山 俊之  4.03.22   

小山 裕之  4.16.47   

櫻井 研吾  4.18.41   

松田 優拓  4.21.86  CB 

小御門 道  4.27.57   

西田  峻  4.47.82   

近藤 耕平  4.55.83   

四辻 諒平  5.05.89   

▼5000ｍ     

山田  唯  15.10.19   

櫻井 研吾  15.56.51   

樋口 裕磨  16.08.84  PB 

中井 一宏  16.46.34   

藤井 知暁  16.49.52   

板垣  亮  17.02.04   

鈴木 大河  18.09.50   

永田 和寛  18.09.88   

▼5000ｍｗ     

永田 和寛  24.36.20   

西田 昌弘  25.27.88   

近藤 耕平  36.25.06   

▼走幅跳     

前田 峰尚  6.27  +3.7   

谷口 裕幸  6.14  +3.5   

近藤 耕平  5.16  +1.7   

櫻井 研吾  4.97  +2.0   

小西 康晴  3.77  +2.7   

▼やり投げ     

林  真幸  31.56    

櫻井 研吾  31.39    

近藤 耕平  23.98    

多田 稜平  11.22    

▽100ｍ     

熊澤 真奈  14.47  -2.0   

山口 咲希  15.32  -2.0   

伊藤 聡子  16.00  -1.3   

中山 恵理  17.15  -1.3   

記号の見方 

  ▼.男子種目   ▽.女子種目 

  予.予選     準.準決勝   

順位.決勝の順位  Ⅱ.２次レース 

 PB.自己新記録  CB.大学での自己新記

録 

  ♪.デビュー戦   PT.自己タイ記録 

蒼穹新.蒼穹新記録 

○.蒼穹ランク 

  (記録を出した時点、２０位まで) 
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